
小田原市社会福祉協議会
ボランティアセンター
について
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資 料２



1.ボランティアセンターの目的
ボランティア活動を育成するとともに、各種相
談に応じて一般市民に対し社会福祉の啓発広報
につとめ、広く社会福祉全般の向上発展を促進
するため、小田原市社会福祉協議会ボランティ
アセンターを置く。

＊センターとは活動名称

（ボランティアセンター設置規程）
２



２.ボランティアセンターの主な事業
（１）ボランティアの申し込みの受付及び

受け入れ側の斡旋
（２）ボランティアの育成
（３）ボランティアグループとの連絡調整
（４）社会福祉に関する広報、相談及び案内
（５）寄付金品の取り扱い
（６）その他目的達成に必要な事業

３



３．ボランティアの申込み受付・
受け入れ側の調整

・福祉ボランティア活動に関る各種相談

の受付

・ボランティア登録（団体・個人）

・ボランティアの需給調整

４



４．ボランティア登録状況（Ｈ28.3.31現在）

（１）ボランティアグループ

種別 グループ数 人数

地域の人々に対して活動するグループ ２６ ７４９

主に障がい者に対して活動するグループ ２２ ８１０

主に高齢者に対して活動するグループ ２９ ４３３

主に青少年に対して活動するグループ ６ ８０７

主に児童に対して活動するグループ ８ ８５

主に外国人に対して活動するグループ １ ２５

主に一般に対して活動するグループ ７ ５７５

計 ９９ ３，４８４
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４．ボランティア登録状況（Ｈ28.3.31現在）

（２）個人ボランティア（年齢・性別属性・職業別）

年代 男性（人） 女性（人） 計（人）

２０歳以下 １ ２ ３

２１～３０歳 ５ ５３ ５８

３１～４０歳 １０ ２７ ３７

４１～５０歳 １３ ３６ ４９

５１～６０歳 ５ ４５ ５０

６１～７０歳 １７ ６７ ８４

７１歳以上 １５ ４１ ５６

計 ６６ ２７１ ３３７

属性 人数

学生 ３５

勤労者 １０９

主婦 １１９

自営業 １７

無職・その他 ５７

合計 ３３７

６



福祉施設・団体

・施設のイベントのお手伝いに来てほしい。

・お誕生日会などの催し物として音楽など

のレクリエーションを提供してほしい。

・入居者のお話を傾聴してほしい。

個人（当事者・家族）・ケアマネ

・交通手段の無い高齢者の自宅から病院ま

での通院の送迎

・病院内の付き添いをしてほしい。

・高齢者のお話を傾聴してほしい。

相談によりボランティアグループ、個人ボランティアに依頼、関係機関を紹介。
内容、依頼時期によっては、お断りすることもあります。

５.ボランティア需給調整
（１）相談内容について（依頼する側）

７



◎困る例

・明日、来てほしい。

・一週間後に１０人でボランティア

に施設のイベントのお手伝いに来

てほしい。

・家族には内緒にしてほしい。

・本人の了解を得ていないけれど…

・ボランティアに依頼をする充分な時間

・ボランティアに無理をさせない

＊時間・予定の変更など

＊危険や過度の負担を伴う活動を依頼しな

い

＊ボランティアへの充分な配慮と感謝の

気持ち
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５.ボランティア需給調整
（２）ボランティアを依頼するときの心がけ



個人ボランティア

・福祉施設で活動がしたい。 調整

・手作りの作品を寄付したい。

登録ボランティアグループ

・活動の場を探している→施設に相談・調整

・会員の高齢化による減少→チラシを作成

→タウン紙で紹介

５.ボランティア需給調整
（３）相談内容について（ボランティア側）
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６.ボランティアの育成
◎福祉ボランティアスクールの開催

＊周知が課題です。

技術ボランティアグループと共催

１

視
覚

初心者のための朗読講習会

録音ボランティア養成基礎講座

点訳ボランティア応用講座

２

聴
覚

手話入門講習会（６月・夜間）

手話入門講習会（６月・午前）

手話入門講習会（１０月・夜間）

要約筆記入門講座（２月）

３
傾
聴

傾聴ボランティア養成講座（１０月）

傾聴ボランティア養成講座（１月）

社協 主催

４精神保健福祉ボランティア講座

５初めての福祉ボランティア講座

６病院ボランティア講座

７障がい児支援ボランティア講座

８地区ボランティア講座

１０



7.ボランティアセンター寄託金・品
◎ボランティアセンター寄託金

市民・団体・企業からいただいた寄託金を登録ボランティ

アグループ等の福祉活動・福祉学習のための一部助成を実

施（被災地支援ボランティア活動助成）

◎ボランティアセンター寄託品

市民・団体・企業からいただいた寄託品を福祉施設、個人、

社協に配分（車イス、Pトイレ、タオル、お米等）
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8.ボランティアセンターの具体的な事業
・福祉施設体験学習

・福祉体験出前講座（車イス介助法）

・ボランティアセンター運営委員会

・福祉機器貸与事業

・障がい児余暇活動支援事業 「遊びのひろば」

・災害救援ボランティア打合せ（小田原市・西湘災害ボランティアネットワーク）

・全国社会福祉協議会ボランティア活動保険窓口

・障がい福祉施設物づくり応援事業 「障がい福祉施設名産品カタログ＆マップ」
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